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「
中
山
義
秀
文
学
賞
」
の
誕
生
は
平

成
５
年
の
こ
と
で
し
た
。
旧
大
信
村
で

は
、
芥
川
賞
受
賞
作
家
・
中
山
義
秀
を

顕
彰
し
て
い
く
た
め
、
中
山
義
秀
記
念

文
学
館
を
建
設
、
同
時
に
「
中
山
義
秀

顕
彰
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
顕

彰
会
事
業
の
柱
の
ひ
と
つ
が
文
学
賞
の

創
設
で
し
た
。

　
文
学
賞
の
創
設
に
つ
い
て
、
初
代
の

同
文
学
館
館
長
を
務
め
た
満み

つ
や
ま山
喜よ

し
か
ず和
さ

ん
は
、「
中
山
義
秀
は
、
後
に
大
信
村
に

つ
い
て
‘
世
界
で
唯
一
の
一
番
美
し
い

天
地
’
と
語
っ
て
い
ま
す
。
義
秀
の
郷

土
愛
と
孤
高
の
文
士
と
し
て
の
高
い
精

神
性
を
次
世
代
に
伝
え
た
い
と
い
う
地

域
の
大
き
な
高
ま
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
現
在
の
文
学
館
と
文
学
賞
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
・
時
代
小
説
を
対
象
と
し
た
全

国
的
に
も
希
少
な
文
学
賞
は
、
す
で
に

16
受
賞
作
品
を
数
え
、
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
知
名
度
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
著
名
な
作
家
・
文
芸
評
論
家

の
選
考
委
員
に
よ
っ
て
、
公
開
選
考
形

式
で
決
定
さ
れ
る
、
他
の
文
学
賞
に
な

い
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
文
学
賞
は
、
白
河
の
文
化
事
業
な
か

で
も
、
希
少
な
価
値
観
を
見
い
だ
せ
る

存
在
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
心
の
琴
線
に

触
れ
る
言
葉
を
聴
い
た
よ
う
に
、
ゆ
っ

く
り
と
確
か
に
私
た
ち
の
な
か
に
芽
生

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
中
山
義
秀
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
義
秀
は
、
明
治
33
年
大
信
下
小
屋
に

生
ま
れ
、
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

県
立
安
積
中
学
校
（
現
、
安
積
高
校
）

か
ら
早
稲
田
大
学
英
文
科
に
進
み
、
三

重
県
津
市
・
千
葉
県
成
田
市
で
の
英
語

教
師
を
経
て
、
作
家
の
道
を
歩
き
出
し

ま
し
た
。

　
若
く
し
て
妻
子
を
亡
く
す
と
い
う
不

幸
、
さ
ら
に
赤
貧
あ
ら
が
う
ご
と
き
生

活
の
な
か
、苦
節
15
年
、小
説
「
厚
物
咲
」

で
第
７
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
こ
れ
に

よ
り
文
壇
に
登
場
、
続
い
て
「
碑
」
を

発
表
し
、
文
壇
に
確
固
た
る
地
位
を
築

き
ま
し
た
。　

　
世
に
お
も
ね
る
こ
と
を
嫌
い
、
あ
く

ま
で
も
人
間
の
生
き
る
姿
を
追
求
し
た

義
秀
は
、
独
自
の
文
学
世
界
を
創
出
す

る
に
至
り
、
晩
年
に
は
「
最
後
の
文
士
」

「
孤
高
の
文
士
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
義
秀
の
作
品
に
は
私
小
説
的
な
「
現

代
小
説
」
、
戦
争
や
事
件
を
題
材
と
し

た
「
人
道
主
義
的
小
説
」
、
そ
し
て
歴

史
上
の
人
物
に
焦
点
を
当
て
た
「
歴
史

小
説
」
と
い
っ
た
傾
向
が
混
在
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
作
品
の
根
底
に
共
通
し
て
流

れ
て
い
る
の
は
、
生
き
て
い
る
人
間
の

一
人
ひ
と
り
が
人
生
の
主
人
公
で
あ
る
、

と
い
う
独
自
の
人
間
観
。
特
に
歴
史
小

説
で
は
、
歴
史
上
の
不
遇
の
人
々
を
取

り
上
げ
て
「
人
生
の
悲
哀
」
を
託
し
、

人
間
の
生
き
様
を
真し

ん
し摯
に
描
き
ま
し
た
。

通
俗
を
嫌
っ
た
そ
の
文
学
作
品
と
不
屈

の
創
作
姿
勢
は
そ
の
後
、
野
間
文
芸
賞

を
受
賞
し
、
さ
ら
に
は
日
本
芸
術
院
賞

を
与
え
ら
れ
る
な
ど
の
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
義
秀
の
魅
力
に
つ
い
て
、

同
文
学
館
の
和わ

ち知
正ま

さ
た
か隆
館
長
は
、「
社
会

の
軽
薄
な
風
潮
に
迎
合
す
る
こ
と
の
な

い
精
神
が
義
秀
文
学
の
魅
力
で
す
。
文

学
館
は
義
秀
の
素
顔
に
出
会
え
る
場
所
。

ぜ
ひ
、
義
秀
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
義
秀
が
生
き
て
い
た
ら
、
現

在
の
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
投

げ
か
け
た
で
し
ょ
う
か
。
義
秀
の
精
神

を
受
け
継
ぐ
文
学
館
、
次
世
代
の
義
秀

を
育
て
る
文
学
賞
が
、
も
っ
と
も
愛
し

た
故
郷
に
設
立
さ
れ
た
喜
び
を
ど
の
よ

う
に
語
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
義
秀
の
見
つ
め
る
故
郷
は
、
ゆ
っ
く

り
と
降
り
積
も
る
雪
の
よ
う
に
、
真
白

で
、
そ
し
て
重
く
温
か
い
。　

□中山義秀記念文学館
Episode

　中山義秀を功績を記念し、平
成５年4月25日に開館した文学
館。全国的にも珍しい文学館で、
図書館を併設。地域の学びと交
流の場としても機能。

開館時間：午前10時～午後６時（土    
           ・日・祝日は午後５時まで）
休館日：毎週月曜日
入館料：一般200円　
　　　　小中学生100円
※顕彰会員は入館料無料

芥川賞正賞の時計（中山義秀記念文学館蔵）▶

△結婚した昭和22年当時の玲子さんと義秀 △玲子さんに宛てた手紙とはがきを展示

中
山
義
秀
が
白
河
に
残
し
た
も
の

◎
特
別
企
画

　「中山義秀文学賞」とは、いったいどのような賞なので
しょうか。また、中山義秀とはいったいどんな作家なので
しょうか。自治体が単独で行なうという全国的にも珍しい、
白河が誇るべき文化事業であるにもかかわらず、認知度は
まだまだ低いように感じます。
　今月号では、「中山義秀文学賞をめぐる「知」の冒険」と
題し、中山義秀文学賞を通して、中山義秀の世界を皆さん
と一緒に冒険します。

中山義秀の父としてのやさしい一面が見えた

長女・山
や ま も と

本玲
れ い こ

子さんに宛てた手紙が寄贈されました

を
め
ぐ
る

地
方
の
自
治
体
が
単
独
で
行
う
希
少
な
「
中
山
義
秀
文
学
賞
」

社
会
の
軽
薄
な
風
潮
に
迎
合
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
中
山
義
秀
」

□
中
山
義
秀
文
学
賞
と
は
？

□
芥
川
賞
作
家
・
中
山
義
秀
と
は
？

第16回中山義秀文学賞作品紹介

中山義秀文学賞贈呈式・記念講演会

問中山義秀顕彰会㊻3614

「孤闘　立花宗茂」
上
う え だ

田秀
ひ で と

人著

作家・上田秀人氏

中央公論新社

　戦国末期の武勇の誉れ高い武将とし
て東の本多忠勝、西の立花宗茂と称え
られた男の物語。女城督の誾千代に婿
入りして苦労した前半生と関ヶ原で西
軍につき所領没収の憂き目をみた後半
生。義を貫き、乱世を生き抜いた猛将
の知られざる苦悩と相克を描いた希有
な作品です。

　昭和25年の大晦日。義秀が北海道に嫁いだ娘・玲子さんに宛てた
手紙にはこう書かれています。
　「玲子は子どもが可愛くてたまらないようだが、賢い、よい子ど
もを育てるのは女の命であり誇りであり何より立派な仕事でもある。
来年もまた子どもが生まれるようだが、目出度いことだ。今度も傑
作ができるにちがいない」
　この愛情あふれる内容の手紙ほか、昭和23年から28年までの９通
のはがきを山本玲子さん（東京都世田谷区）が中山義秀記念文学館
へ寄贈し、現在貴重な資料として展示されています。
　玲子さんは、昭和22年４月に北海道で果樹園を経営する山

や ま も と

本克
か つ み

巳
さんと結婚。披露宴は神奈川県鎌倉市の文豪・川端康成邸で行われ
ました。義秀は翌年、この結婚を題材に「華燭」を書き、妻に先立
たれた父親の娘を嫁がせる葛藤や孤独感を描きました。

　受賞者の上田秀人氏の記念講演会が
開催されます。

◦日時・会場　２月19日㈯／午後２時
　　　　　　　から／文化センター（中田）
◦参　加　料　無料

◦時間・会場　午後５時から／サンル　
　　　　　　　ート白河（新白河駅前）
◦参　加　料　3,000円　

　≪贈呈式・記念講演会≫

　≪受賞祝賀交流会≫

1959年大阪府生まれ。大阪歯
科大学卒。97年小説ＣＬＵＢ
新人賞佳作。2001年作家デビ
ュー。主なシリーズに「三田
村元八郎」「勘定吟味役異聞」
などがある。

Story

about　Literary award

彼も朋子も、春を待ちあぐねていた。
季節の春でない。人生の春を。

「青春の塔」より

「あのお墓の主は、どんなかたですの」
「なあに、剣術で人生を棒にふった男さ」

「碑」より


